
令和７年度 公益財団法人福岡観光コンベンションビューロー 事業報告 

はじめに 

 令和７年度は地域ＤＭＯとしての活動２年目であり、当財団の戦略コンセプトである「歴史

的交流都市としてのブランドの深化と郷土愛の醸成」を念頭に、博多旧市街や福岡城・鴻臚館

などにおいて、福岡の長い歴史や豊かな伝統文化を伝える仕組みを強化するため、ボランティ

アガイドの人材確保・育成を図るとともに、人材不足、混雑防止などの観光課題への取組みを

進めた。

特に、世界�47�か国から約�600�名の観光ガイドのプロフェッショナル等が参加した「世界観

光ガイド連盟（ＷＦＴＧＡ）総会」では、観光案内や、ユニークベニューとして博物館での交

流会開催の支援等を行うことで、福岡市、そして日本の魅力の世界への発信に取り組んだ。 

また、ＭＩＣＥ開催地として選ばれるため、魅力向上や多様化するＭＩＣＥニーズに合わせ

た支援を行い、国際会議の獲得を目指すとともに、誘致の競争力向上に向けて、ＤＭＯ間の

連携としてＤＭＯ ＧＡＴＥＷＡＹ高輪・品川とパートナーシップを結んだ。 

★：重点取組

１ 福岡の魅力づくり 

【予算 106,613 千円／決算 98,962 千円】 

食、歴史、文化、祭り、自然などの観光資源を活用した魅力づくりを推進するととも 

に、来訪者のニーズを把握しながら、地域と連携した受入環境の向上に取り組んだ。 

(1) 地域資源を活かした観光振興及び受け入れ環境の向上

多様なニーズに応えられるよう、観光案内等の体制づくりを進めた。

★① 歴史・文化・伝統の観光資源を活かした観光案内・まち歩きの推進強化

市内各所にある歴史資源や文化財、文化観光施設などの地域資源を活かした、まち

歩きの企画・実施を行った。 

また、観光案内ボランティアと共に、英語などの多言語でのサポート等ができる

「おもてなしサポーター」を育成し、ＷＦＴＧＡ総会において、関連ツアーへの派遣

や空港・会場等でのガイドを行った。 

ア ボランティアガイドの体制づくり

・福岡市案内ボランティア 〔登録数： 70名（令和６年度： 64名）〕 

・おもてなしサポーター  〔登録数：208名（令和６年度：117名）〕 

イ 観光案内

・ガイド派遣依頼への対応 168 回、参加者数 1,769 名

 （令和６年度 190 回、参加者数 2,036 名） 

・歴史資源を活かしたまち歩きコースの企画・実施  29 回、参加者数 599 名

 （令和６年度：20 回、参加者数 421 名） 

・ユニバーサルツーリズムの推進（車いす対応）

＜まち歩き定時ツアー＞



② エリア観光の充実

重点エリアである「福岡城・鴻臚館」と「博多旧市街」の魅力を伝えるコンテンツ

の販売や、福岡城のシンボルとして復元された「潮見櫓」の周辺を散策する新たな定 

時ツアーを開始した。 

ア 「御城印」の販売 〔販売枚数：12,144 枚（令和６年度：11,907 枚）〕

イ 「古地図」の販売 〔販売枚数：    95 枚（令和６年度：   89 枚）〕 

ウ 「聖福寺」仙厓さんにふれる特別ガイドツアー

〔参加者数： 11 名（令和６年度：   20 名）〕 

 

エ 福岡城・潮見櫓無料ガイドツアー ●：新規

〔参加者数： 387 名〕 

③ 観光情報の発信

観光情報サイト「よかなび」及び海外向けの観光情報サイト（観光グローバルサイ

ト）の運用

〔発信件数  国内向け：436 件、海外向け：179 件〕

（令和６年度：国内向け：304 件、海外向け：233 件）

(2) 祭りの振興

本市の貴重な観光資源である「博多どんたく港まつり」・「博多祇園山笠」などの祭り

や文化的行事の継続的な振興のための支援及び情報発信を行った。 

(3) 福岡検定の実施

福岡への愛着を深めてもらうとともに、おもてなしの心の醸成を図るため、福岡市、

福岡商工会議所との共催により、福岡検定を実施した。 

申込者数 受験者数 合格者数 

令和６年度   804 名   733 名 486 名 

令和７年度 1,226 名 1,114 名 738 名 

(4) 受入環境の向上

国内外からの来訪者が、観光案内所（天神・博多駅）を拠点に安全安心かつ快適に過

ごせる受入環境の向上に取り組んだ。天神においては、「食」に特化した専門デスクを

設置し飲食店の予約サポート等を行った。 

＜観光案内所（天神・博多駅）の利用実績＞                    ( )内は対前年度比 

利用者数 うち外国人 

天 神 183,388 人（146.3％）  10,555 人（121.8％） 

博多駅 356,963 人（116.0％） 131,619 人（119.2％） 

＜御城印＞ ＜ガイドツアーの様子＞



 

【事業効果】 

福岡の魅力づくりの担い手である観光ボランティアガイドの裾野を広げるために創設し

た、誰もが参画しやすい「おもてなしサポーター制度」は、昨年度の 117 名からさらに登録

数を伸ばし、設定した累計目標の 200 名を上回った。 

歴史を活かしたまち歩きコースの多くは定員を超える応募があり、市内からの参加者が多 

く、福岡への愛着形成を担っている。来訪者に対応する派遣型も堅調に推移した。 

【次年度への気づき・課題】 

    ＷＦＴＧＡ総会対応ではサポーターのホスピタリティ等の点で参加者から高い評価を得た 

一方で、英語のスキルや、文化、歴史の知識などが足りないという課題が明らかとなった。 

サポーターの参加意欲や対応力には個人差があるため、実践的な学びの機会が重要である。

【今後の取組方針】

おもてなしサポーターの対応力向上に向け、おもてなし実践力向上を目的としたガイド

経験者による講習など研修の内容を充実させ育成体制を強化し、継続的かつ安定的な活動 

につなげていく。 

２ 観光客の誘致 

【予算 150,984 千円／決算 137,179 千円】 

  観光関連事業者や地域、関係団体・機関と連携し、国内外からの観光客の誘致を促進し

た。 

★(1) 宿泊事業者等の人材確保・育成

宿泊事業者等の人材確保・育成、離職防止に向けた取組みを行った。 

① 経営者や人事・採用担当者向けセミナーの開催

〔参加者数：44名（令和６年度：30 名）〕

② 宿泊事業者向け合同就職説明会

日本人学生向けに加えて、新たに外国人留学生向け説明会を実施した。

〔出展事業者 26社、来場者数 555 名、内定者（中途人材含め）13名〕

（令和６年度：出展事業者 25 社、来場者数 205 名）

③ 大学生向け業界インターンシップ

ア 有償インターンシップのトライアル〔受入企業：１社、学生数：２名〕 ●：新規

イ 各大学での企業説明会の実施

〔実施大学：３校（計６回）、学生数：約 420 名〕

（令和６年度：実施大学４校（計７回））

ウ 学生を始めとしたＺ世代への啓発活動 ●：新規

・動画・ホームページの作成、ＳＮＳによるプロモーション

〔表示回数：12,159 回、ユーザー数 7,900 名〕

④ 次世代リーダー育成のための研修・交流プログラム

観光産業の中核を担う人材の育成・輩出を目的として、福岡市内の宿泊関連事業に

従事する若手社員等を対象に、知識・技能・経験の向上を図る研修プログラムを実施 

〔実施期間：令和７年９月４日～12 月 19 日（全 11 回） 参加者数 22 名〕 

（令和６年度：参加者数 18 名） 



 

＜ショッピングパス＞

★(2) 観光関連産業の連携強化

インバウンド消費の拡大に向けた事業者間の連携促進に取り組んだ。

① 飲食業向け勉強会の実施〔39 店舗参加〕 ●：新規

インバウンド受入セミナー及びＷＦＴＧＡ総会をテーマにグループワークを実施

英語でのコミュニケーションツール作成やＳＮＳ等での情報発信を行った。

② 観光関連事業者をつなぐビジネスマッチングの開催

インバウンドをテーマにしたネットワーキングを促進

〔全６回、24 社参加（令和６年度：企業交流会含め全 18 回）〕 

③ ショッピングパスによるインバウンド誘客              ●：新規

市内での滞在時間の拡大、周遊の促進に向け大型商業施設の連携による「ＦＵＫＵ 

ＯＫＡ ＳＨＯＰＰＩＮＧ ＰＡＳＳ」の造成・販売を行った。 

参画事業者 11 社 

ショッピングパス販売数（累計）：403 枚

〔年度末利用実績延べ 300 件〕 

④ 大相撲九州場所を活用した各種取組

日本相撲協会や観光関連事業者と連携した取組みを行った。 ●：新規

ア 欧米豪向けプロモーション

北九州市観光コンベンション協会と協働し英語のプロモーションサイトを作成 

 〔PR 記事のアクセス数：13,600 件（約２ヶ月間) 〕 

イ おすもう御朱印の販売

〔おすもう御朱印販売枚数：1,161 枚（令和６年度：759 枚）〕

(3) 広域連携誘客事業

国内外の商談会に共同出展し、九州各地への誘客を図った。

① 国内向けプロモーション

「ツーリズムＥＸＰＯジャパン２０２５」へ出展。旅行会社や観光関連事業者等と

の商談、博多旧市街を中心に歴史・文化等の福岡の魅力を紹介した。 

・開催期間：令和７年９月 24 日～９月 27 日

・開催場所：愛知 SkyExpo

② 海外向けプロモーション

30 万人の来場者を見込む展示会にブース出展し、観光プロモーションを行った。

ア 「2025 台北国際旅行博（ＩＴＦ）」への出展

・開催期間：令和７年 11 月７日～11 月 10 日

・市内の商業施設 11 社とともに出展。市内での滞在時間の拡大、周遊の促進を促す

ための「ＦＵＫＵＯＫＡ ＳＨＯＰＰＩＮＧ ＰＡＳＳ」を販売。

＜研修プログラムの様子＞



 

イ 「タイＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ ＴＲＡＶＥＬ ＦＡＩＲ(ＴＩＴＦ)」への

出展

・開催期間：令和８年１月 22 日～１月 25 日

・福岡市、福岡市ホテル旅館協会、西日本鉄道、久留米観光コンベンション国際交

流協会、柳川市とともに出展、西のゴールデンルートをＰＲ。

(4) 修学旅行による都市圏周遊の推進

都市圏を含む周遊観光を推進し、市内に宿泊する修学旅行への支援を行った。

① 貸切バス代の支援（新規・遠方の学校等へ増額）

〔利用実績：251 校 738 台 （令和６年度：222 校 698 台）〕

② 体験学習プログラムへの参加費支援

〔利用実績：96校 6,338 人（令和６年度：185 校 13,262 人）〕

③ 「福岡修学旅行ＮＡＶＩ」によるモデルコース等の情報発信

④ モニターツアーの実施

旅行会社や学校関係者を対象に、ももち、博多旧市街、福岡城址のまち歩き体験を

実施〔参加人数：10 名（令和６年度：13 名）〕 

(5) 福岡型ワーケーション推進事業

長期滞在を支援する特典の提供、受入環境の向上に取り組んだ。

① 企業向けワーケーションプログラムのプロモーション

令和６年度に開発した企業向けワーケーションプログラムの周知と利用促進に向け

たプロモーション及び利用料助成を行った。〔11 社、81 名〕 

② ワーケーション利用者向け特典の提供

③ ワーケーションの受入れを支援するパートナー企業交流会の実施

〔来場者数：19社 23 名（第１回）、13 社 16 名（第２回）〕

（令和６年度：18 社 27 名（第１回）、18 社 23 名（第２回））

(6) 多様な団体との連携

福岡都市圏や県内の団体、九州各都市や広域観光団体等との連携による共同誘致活動

などを行った。 

① 福岡地区観光協議会、福岡県観光連盟、九州観光機構など観光団体等との連携

② 姉妹協会等団体との交流連携

【事業効果】 

観光客の誘致促進を図るため、「おもてなし」の要となる宿泊業界の人材育成、また観光

関連事業者間の連携強化に特に力を入れて取り組んだ。 

人材育成・確保については、就職説明会等を実施し、内定 13 名、選考継続 46 名につな

げた。また、人材定着を図る次世代リーダー育成のための研修・交流プログラムにおいて

は、参加者目標数 30 名には届かなかったものの、参加した 22 名全員が修了した。（令

和６年度は３名が途中離脱） 

事業者連携においてはビジネスマッチングを実施し、観光産業の課題解決のためのパート 

ナー探しの場を提供した。自社にはないビジネスの種（イノベーション）を得る場として

参加者から評価を得ている。



【次年度への気づき・課題】 

 修学旅行においては、バス代支援は増加しているが、体験学習プログラムへの参加費支援 

は令和７年度より市内宿泊を伴うことを要件としたため減少している。当該支援は周遊を促

進し、市内宿泊につながることから今後も注力していく必要がある。 

【今後の取組方針】 

 持続的な観光産業の発展に向けて、若手人材及び経営者層に訴求する人材育成プログラム

の充実、地域の観光関連事業者間の連携強化、旅行の目的地としての福岡の魅力向上に取り

組み、福岡ならではの独自の価値をプロモーションすることで、将来の福岡旅行のリピー 

ター観光客になり得る修学旅行の誘致力向上を図る。

３ ＭＩＣＥの誘致及び開催支援 

【予算235,283千円／決算189,503 千円】 

国内外の誘致案件の調査・営業から、主催者のニーズに応じた開催支援、産業振興のため

のビジネスコーディネートまでをワンストップで実施した。 

国際的な福岡市の認知度向上や、市の重要施策などを後押しできる、福岡らしいシンボリ

ックなコンベンション、企業主催のミーティングやインセンティブツアー（報奨・研修旅

行）、ビジネス機会の創出につながる展示会・見本市の誘致活動のほか、ユニークベニュー

の活用支援に取り組んだ。 

また、国際会議の誘致主体となる大学教授などとの連携を強化し、誘致活動から開催まで

の支援を行った。 

〔開催決定件数・参加者数〕 

■国内コンベンション（参加者1,000名以上）〔  16 件（令和６年度：  32件）〕 

■国際コンベンション（参加者50名以上）  〔  96 件（令和６年度：  92件）〕 

■インセンティブツアー  〔 23,687人（令和６年度：14,066人）〕 

(1) ＭＩＣＥ誘致

① コンベンション誘致

学会・大会の事務局や主催者キーパーソンなどに対して、セールス活動を実施し、

国内外のコンベンションの誘致を行った。 

ア 国内外の商談会への出展及びキーパーソンへのセールス

〔商談会参加回数：４回、商談件数：43件〕

（令和６年度：商談会参加回数：５回、商談件数：57件）

ＩＢＴＭワールド（バルセロナ）他３箇所 

＜メルボルンでの商談の様子＞ ＜IBTM World 2025（バルセロナ）＞



 

イ 大学等における国際会議誘致促進                ●：新規

国際会議の誘致主体となる大学教授等の誘致活動から開催までの支援を行い、

不安や負担を軽減することで、積極的な誘致活動を促進した。 

〔支援件数：７件〕 

ウ ターゲットマーケティング

開催地決定権を持つ者が多い欧州４か国（ベルギー、イギリス、フランス、スイ

ス）をターゲットとし、ＭＩＣＥ関係者に向け、LinkedIn（ＳＮＳ）を活用したマ

ーケティングを展開した。

〔フォロワー数：3,294人（令和８年３月時点）〕 

（令和７年３月時点のフォロワー数：2,266人） 

エ シンボリックＭＩＣＥの誘致・支援

ＷＦＴＧＡ総会をチーム福岡で総力を挙げて支援した。

・概 要：観光ガイドのプロフェッショナルが集まり、連携強化、トレーニン 

グ教育などの情報交換等が行われた。 

・会 期：令和８年２月９日～２月 13 日（５日間） 

・会 場：福岡国際会議場 

・参加者数：世界 47か国・603 名（うち外国人参加者 510 名）

オ 地元大学との連携

ＭＩＣＥ誘致における地元大学の理解と支援を得るため、大学の教授や関係者に

向けたセミナーを実施した。 

〔開催大学：九州大学医学部、九州産業大学（令和６年度：九州大学（伊都））〕 

カ 地元学術界・産業界とのネットワーキング

九州大学伊都キャンパスの「ＭＩＣＥ相談デスク」を活用した営業活動を継続

した。〔相談デスクでの相談件数：393 件（令和６年度：403 件）〕 

② ミーティング、インセンティブツアーの誘致

ＭＩＣＥ見本市・商談会への参加のほか、開催地検討中の案件に対して視察支援を

行い、積極的な誘致活動に取り組んだ。 

ア 商談会への参加

〔商談会参加回数：７回、商談件数：84件〕

（令和６年度：商談会参加回数：８回、商談件数：89件）

ＪＮＴＯ（上海、シンガポール）他５箇所 

イ 視察支援

開催地検討中の案件に対して福岡市内の会場、アクティビティ等の紹介を行っ

た。 

〔支援件数：５件（台湾、シンガポール、中国など）〕 

（令和６年度：１件（シンガポール）) 

＜WFTGA総会の開会式＞ ＜日本文化体験ブースでの着付け体験＞



 

ウ 誘致セールスツールの制作                   ●：新規

地域への経済波及効果を高めるため、大人数を収容可能な食事会場、また企業

名等を名入れできる特別感のある記念品を紹介する「ＭＩＣＥ向け食事会場ガイ 

ド」、「ＭＩＣＥ向け記念品ガイド」を制作した。 

③ 展示会・見本市の誘致

ア 展示会・見本市主催者が参加する主要商談会へ出展し、新たなネットワークを

構築するとともに、首都圏及び関西圏の主催者に集中セールスを行い、新規分野

の展示会・見本市の誘致に積極的に取り組んだ。

〔商談会参加回数：２回、商談件数：22件〕

（令和６年度：商談会参加回数：３回、商談件数：26件）

イ 展示会・見本市主催者を対象に、福岡開催の可能性や開催実現にかかる課題等

に関するアンケート調査（82 社から回答）及びヒアリング調査（20社）を行い、

新規の開催需要を開拓した。                    ●：新規

(2) ＭＩＣＥ開催支援

ＭＩＣＥ主催者の多様なニーズに合わせた支援を行った。

① コンベンション開催支援

国内大型会議・大会や国際会議開催にかかる費用の一部を助成した。

国際・国内コンベンション開催助成金交付

国内コンベンション（参加者1,000名以上）  〔21 件（令和６年度：26件）〕 

国際コンベンション（参加者50名以上）  〔26 件（令和６年度：20件）〕 

② ミーティング・インセンティブツアー開催支援

市内宿泊を伴うミーティング・インセンティブツアーに対して、延べ宿泊者数に応

じた助成金を交付したほか、記念品や伝統芸能等の提供、空港・ホテルでの出迎えを

実施した。 

〔助成金交付件数：26件、記念品提供：81件、出迎え：34件、伝統芸能等提供：16件〕 

（令和６年度：助成金交付件数16件、記念品提供：84件、出迎え：22件、伝統芸能等 

提供：９件） 

③ 展示会開催支援

市内初開催及び拡張開催の見本市等に対して、費用の一部を助成した。

〔助成金交付件数：６件（令和６年度：６件）〕 

④ ユニークベニュー活用支援

ユニークベニューを活用したＷＦＴＧＡ総会のレセプションに対して費用の一部を

助成した。 

〔助成金交付件数：１件（令和６年度：１件）〕 



 

【ユニークベニューの活用】 

      

(3) ＭＩＣＥ人材育成事業

ＭＩＣＥの認知度向上と次世代人材の育成を図るため、大学生等を対象に、ＭＩＣＥ

に関する講義や施設の視察、コンベンションや学会・展示会等の運営補助体験など８プ 

ログラムを実施した。

また、業界への就職意欲を高めるため、ＭＩＣＥ関連企業（９社）の合同説明会を実

施した。〔受講者数：119 名（令和６年度：151 名）〕 

(4) 関係機関・団体との連携

ＤＭＯ ＧＡＴＥＷＡＹ 高輪・品川とパートナーシップ協定を締結し、コンテンツ開

発、共同プロモーション、誘致・人材育成等について連携・協力体制を築いた。また、

以下の団体とＭＩＣＥ誘致に係る情報収集や共同誘致・開催支援活動などを行った。 

① 関係団体との連携

観光庁、日本政府観光局(ＪＮＴＯ)、日本コングレス・コンベンション・ビュー

ロー（ＪＣＣＢ）、福岡地域戦略推進協議会（ＦＤＣ）、福岡商工会議所等との連携

② 業界のグローバルな団体等への加盟

国際会議協会（ＩＣＣＡ)、ミーティング・プロフェッショナルズ・インターナショ

ナル（ＭＰＩ)、インセンティブ旅行協会（ＳＩＴＥ)など

【事業効果】 

 国内外の商談会への出展、国際会議のキーパーソンや大学教授への積極的なセールス、誘 

致から開催までのワンストップ支援、大学関係者向けのコンベンションセミナーなど継続し 

た活動を行い、令和６年（直近の公表値）の国際会議開催件数については、目標値 200 件に 

は達成しなかったが、131 件の国内３位（令和５年は 79 件の国内４位）となっている。 

＜ＭＩＣＥ関連企業による講義＞

＜博多祇園山笠振興会による博多祝い唄の披露＞ ＜博物館を会場としたレセプション＞

＜国際会議参加者向け日本文化体験ブースへの従事＞



 

ＷＦＴＧＡ総会では、日本文化の体験や博多旧市街のまち歩きのほか、博物館をレセプシ 

ョン会場として活用し、福岡らしい食や伝統芸能を披露したことで、ＭＩＣＥ開催地として 

高い評価を受けた。 

【次年度への気づき・課題】 

国際会議は順調に開催されているが、コロナ前と比較し、開催件数の回復は遅れている状 

況であり、主催者となりうる大学教員等への支援や連携を強化し、国際会議の誘致・開催を 

促進していく必要がある。 

また、海外からのミーティング・インセンティブツアーの開催件数は増えているものの特 

定の国・地域に偏っており、欧米豪からの誘致については直行便がないため、都市間連携な 

ど誘致に工夫が必要である。 

  【今後の取組方針】 

大学への情報提供や誘致から開催までの伴走支援など、大学との連携強化を図るととも 

に、引き続きシンボリックなＭＩＣＥの誘致やユニークベニューの活用支援に取り組む。 

 また、ＤＭＯ ＧＡＴＥＷＡＹ 高輪・品川との連携による、東京と福岡をつないだミー 

ティング、インセンティブツアーの誘致を進めることで、欧米豪を含む幅広い地域の誘客

を図る。

４ 情報発信・広報、マーケティング 

【予算87,407千円／決算83,838千円】 

  観光・ＭＩＣＥに関するトピックなど戦略的な情報発信を行った。 

(1) デジタルマーケティング推進

① 観光ＤＸの推進：「Googleビジネスプロフィール」の導入等支援

〔支援事業者数102件（令和６年度：102件）〕

② 観光データの収集、旅行客（国内旅行者・インバウンド）へのアンケート調査

③ 入国者の推移、国別の傾向など観光データをまとめたレポートの発信

④ 観光データを基にした観光客の動向などの講演・セミナー

(2) 海外への情報発信

① ＳＮＳを活用した海外への情報発信

② メディアへの情報提供、取材支援〔５件（令和６年度：５件）〕

(3) 広報活動

① 財団ホームページによる情報発信

② 機関誌「オーシャンズ・フクオカ」の発行〔年２回、各2,500部〕

＜レポートの発信＞＜アンケート実施の様子＞



 

【事業効果】 

国内外からの集客に役立つ Google ビジネスプロフィールの導入等支援に取り組み、目標 

100 件を超える 102件の事業者を支援した。様々な店舗がマップに乗ることで観光地として 

の選択肢を広げるとともに、事業者の情報発信力の向上、デジタルマーケティングの土台づ 

くりに寄与した。 

【次年度への気づき・課題】 

 観光客が増加傾向にあり、売上が増加しているため、観光データやデジタルマーケティン 

グに関心を示さない事業者もいる。 

 【今後の取組方針】 

保有しているデータについて関心を引くまとめ・公表を行うとともに、観光客の動向を

データとして共有することで合意形成がしやすくなるなど、デジタルマーケティングの有

用性や活用方法など理解促進に取り組む。 

５ 賛助会員・組織運営 

【予算 4,587 千円／決算 3,491 千円】 

観光地域づくりに向けた多様な関係者との合意形成の場づくりのほか、賛助会員の交流

機会やサ－ビスを充実させ、賛助会員の確保を図った。 

★(1) ステークホルダーの理解促進

① 市民を対象とした観光地域づくりセミナーの開催

② パートナーズ・ワーキング・グループの開催

賛助会員と共に地域課題等についての議論・検討を進め、観光庁補助事業の採択

を受け「オーバーツーリズムの未然防止・抑制による持続観光な観光推進事業」によ

り「街中のスーツケース問題」の課題解決を図る一環として福岡空港国際線ターミナ

ルを中心に実証実験を実施した。

(2) 賛助会員交流会の開催

天神のまちづくりや福岡市の観光・ＭＩＣＥについての講演会、企業ＰＲブースの設

置等を行った。 

＜観光地域づくりセミナーの様子＞



 

(3) 賛助会員サービスの提供

① マーケティングレポート、コンベンションスケジュールの作成、提供

② メールマガジンの配信

③ 財団のホームページ、機関誌による会員ＰＲ・情報発信

【事業効果】 

市民や多様な関係者の合意を形成する場として、歴史文化の観光資源への活用をテー 

マとした市民セミナーや、観光課題の解決に向けて意見交換を行うパートナーズ・ワー

キング・グループを開催し、観光地域づくりに向け参加者間での共通認識が造成、課題

解決に向けた実証事業が生まれた。

【次年度への気づき・課題】

インバウンド観光客の増加とともに市民の観光客を受け入れることについての意向が低

下しており、市の取組みとも連携し観光・ＭＩＣＥの意義や重要性を分かりやすく伝えて 

いく必要がある。 

【今後の取組方針】 

多くの観光客が訪れ影響を受けやすいエリアを中心に、観光・ＭＩＣＥの振興への理 

解促進と観光客を受け入れるマインド醸成を図るとともに、混雑緩和に向けた手ぶら観 

光の推進など、事業者と連携した地域課題の解決に向けた取組みを継続する。 

＜講演会＞ ＜ＰＲブース＞



 

＜ＤＭＯ（観光地域づくり法人）のＫＰＩ（実績・目標）＞ 

 ※（ ）内は外国人に関するもの。 

＊ 目標値及び実績値共に暦年の数値を記載。 

600,000 480,000 540,000 600,000

(120,000) (96,000) (108,000) (120,000)

421,912 619,220 738,818 ※算出中

(32,160) (233,000) (328,302) ※算出中

14,000 11,400 12,700 14,000

(2,800) (2,280) (2,540) (2,800)

9,847 14,880 17,609 17,849

(437) (4,264) (6,331) (6,614)

90.0 91.0 92.0 93.0

（―） (91.0) (92.0) (93.0)

90.8 87.4 88.4 90.7

（―） （―） (91.2) (90.3)

70.0 74.2 78.0 79.0

（―） (48.0) (49.0) (50.0)

79.9 77.7 78.1 82.9

（―） （―） (37.0) (34.3)

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標
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